
な
ぜ
、
当
局
は
行
政
職

給
料
表
（
二
）
を
適
用
す

る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る

の
か
、
理
由
を
明
確
に
す

る
こ
と
。

（
趣
旨
）

ア

昭
和
52
年
に
、
現
業

職
員
の
給
料
に
つ
い
て
、

行
（
二
）
か
ら
行
（
一
）

へ
の
統
合
を
勝
ち
取
っ
た

こ
と
は
、
①
（
職
務
）
身

分
上
の
差
別
撤
廃
、
②
賃

金
は
労
働
力
の
対
価
で
あ

る
と
の
原
則
に
立
ち
、
現

業
職
員
ゆ
え
の
低
賃
金
は

許
さ
な
い
、
と
の
根
強
い

組
合
要
求
に
基
づ
い
た
闘

争
の
到
達
点
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

行
（
二
）
切
替
は
、

（
職
務
）
身
分
上
の
差
別

が
再
び
行
わ
れ
る
こ
と
で

は
な
い
か
？

イ

県
の
行
（
二
）
は
事

務
及
び
技
術
見
習
職
員
に

適
用
す
る
と
あ
る
。

今
回
の
行
（
二
）
適
用

提
示
は
、
現
業
職
員
は
、

見
習
い
職
員
並
み
の
業
務

に
し
か
就
い
て
い
な
い
、

と
の
評
価
な
の
か
？

ウ

県
の
「
技
能
労
務
職

員
等
の
給
与
等
の
見
直
し

に
向
け
た
取
組
方
針
」

（
県
取
組
方
針
）
で
「
給

与
制
度
の
適
正
化
と
職
員

定
数
の
適
正
化
を
進
め
総

人
件
費
を
約
２
割
削
減
す

る
」
と
あ
る
。
第
１
回
の

交
渉
に
お
い
て
、
現
業
給

料
の
見
直
し
い
か
ん
に
か

か
わ
ら
ず
、
概
ね
２
割
削

減
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
り
、
目
標
額
の
設
定

は
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。な

ぜ
、
人
件
費
削
減
を

目
的
と
せ
ず
、
給
料
水
準

の
低
い
行
（
二
）
へ
切
り

替
え
よ
う
と
す
る
の
か
？

現
業
職
員
の
給
料
表
を

行
（
二
）
適
用
す
る
理
由

は
、
医
療
職
給
料
表
や
研

究
職
給
料
表
等
、
行
（
一
）

以
外
を
適
用
し
て
い
る
職

員
が
い
る
よ
う
に
、
職
種

に
応
じ
た
給
料
表
に
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
対
外
的
に
説
明

が
で
き
る
も
の
と
し
て
、

行
（
二
）
適
用
が
適
当
で

あ
る
と
い
う
判
断
で
提
示

し
た
。

昭
和
52
年
か
ら
行
（
一
）

を
適
用
し
て
き
た
こ
と
は
、

当
時
の
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
た
上
で
の
判
断
で
あ
り
、

処
遇
改
善
や
給
与
管
理
か

ら
行
（
一
）
適
用
へ
切
り

替
え
た
と
認
識
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
一
度
適
用
し

た
か
ら
と
い
っ
て
一
切
、

替
え
ら
れ
な
い
も
の
で
も

な
く
、
社
会
情
勢
か
ら
、

行
（
一
）
適
用
が
今
後
も

維
持
で
き
る
も
の
か
ど
う

か
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
行
（
二
）
に
切

り
替
え
る
こ
と
は
差
別
を

持
ち
込
む
と
こ
と
で
は
な

い
。
職
種
に
よ
り
適
用
す

る
給
料
表
を
変
え
る
、
区

分
す
る
の
が
適
当
と
考
え

る
。他

県
均
衡
も
対
外
説
明

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
他

県
に
お
い
て
も
行
（
二
）

適
用
等
へ
の
見
直
し
が
進

め
ら
れ
、
類
似
府
県
の
状

況
と
り
わ
け
関
西
圏
の
府

県
（
大
阪
府
な
ど
）
は
行

（
二
）
を
適
用
し
た
と
聞

い
て
い
る
。

現
在
の
行
（
二
）
は
、

資
格
職
種
に
お
け
る
資
格

未
取
得
者
、
つ
ま
り
見
習

い
職
員
し
か
適
用
し
て
い

な
い
の
で
、
備
考
欄
に
そ

の
旨
記
述
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
実
際
に
行
（
二
）

の
初
め
の
級
の
号
給
し
か

使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
現
業
業
務
イ

コ
ー
ル
見
習
い
業
務
と
理

解
し
て
も
ら
っ
て
は
困
る
。

人
件
費
削
減
あ
り
き
で

行
（
二
）
適
用
を
提
示
し

た
の
で
は
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
欲
し
い
。

行
（
二
）
適
用
は
現
業

職
員
の
処
遇
改
悪
で
あ
る
。

２
０
０
６
年
の
給
与
構
造

改
革
に
よ
る
現
給
保
障
、

２
０
０
７
年
の
現
業
職
員

の
主
査
相
当
職
（
主
任
）

設
定
に
よ
る
昇
任
昇
格
の

現
業
職
員
以
外
の
行
（
一
）

適
用
職
員
と
の
大
き
な
差

（
遅
れ
）
等
で
査
定
昇
給

の
効
果
も
発
揮
さ
れ
ず
、

さ
ら
に
、
今
回
の
給
料
水

準
の
低
い
行
（
二
）
適
用

提
示
と
、
仕
事
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
を
促
し

て
い
る
。

行
（
二
）
と
し
た
上
で
、

維
持
で
き
る
と
こ
ろ
は
維
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今後の日程
○ ６月 ４日（土）アイリス愛知
支部等代表者会議

○ ６月２５日（土）アイリス愛知
現評評議員会

職
場
集
会
で
出
さ
れ
た
意
見･

質
問
を
基
に
、

人
事
課
及
び
病
院
事
業
庁
の
現
業
職
員
の
給
料

見
直
し
提
示
に
対
し
て
、
第
２
回
交
渉
を
実
施

し
て
次
の
と
お
り
主
張
・
確
認
を
行
い
ま
し
た
。



持
し
て
い
き
た
い
し
、
給

与
水
準
は
一
定
確
保
し
た

い
。
単
純
に
、
同
一
級
号

給
の
金
額
を
比
較
す
る
の

で
は
な
く
、
運
用
次
第
で

月
額
水
準
は
相
当
違
っ
て

く
る
。

現
給
保
障
と
昇
給
の
問

題
は
認
識
し
て
い
る
も
の

の
、
生
活
給
と
し
て
の
現

給
保
障
を
優
先
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
る
。

次
回
以
降
の
交
渉
に
お

い
て
、
行
（
二
）
の
昇
格

方
法
に
つ
い
て
、
提
示
し

た
い
。

以
前
の
現
業
関
係
の
交

渉
に
お
い
て
、
現
業
職
員

の
業
務
は
困
難
性
、
特
殊

性
が
あ
る
こ
と
を
当
局
は

認
め
た
が
、
行
（
二
）
適

用
職
員
は
単
純
労
務
職
員

と
解
さ
れ
、
行
（
二
）
適

用
は
適
切
で
は
な
い
。

現
在
は
、
単
純
労
務
と

は
使
わ
な
い
。
現
業
部
門

と
い
う
表
現
で
県
政
の
業

務
を
担
っ
て
頂
い
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

●
組
合
質
問
①

第
１
回
交
渉
に
お
い
て
、

国
に
同
様
な
職
種
の
職
員

が
お
り
行
（
二
）
を
適
用

し
て
い
る
の
で
、
本
県
も

行
（
二
）
適
用
と
す
る
と

の
説
明
で
あ
っ
た
。
本
県

と
国
に
同
様
な
職
種
が
そ

ん
な
に
あ
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。

▼
人
事
課
回
答
①

ほ
ぼ
同
じ
職
種
（
業
務
）

と
し
て
は
、
自
動
車
運
転

手
、
巡
視
、
庁
務
員
が
そ

う
だ
が
、
幅
広
く
業
務
内

容
を
と
ら
え
れ
ば
、
国
の

技
能
労
務
職
員
と
本
県
の

現
業
職
員
は
同
様
と
と
ら

え
て
い
る
。

●
組
合
質
問
②

一
昨
年
の
「
現
業
業
務

の
あ
り
方
の
交
渉
」
の
よ

う
に
、
４
回
の
交
渉
で
は

組
合
主
張
が
十
分
行
え
な

か
っ
た
。
本
件
の
交
渉
に

お
い
て
も
、
２
０
１
１
春

闘
要
求
の
知
事
回
答
に
あ

る
よ
う
に
「
職
員
組
合
と

の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
誠
意
を
も
っ
て

真
摯
に
話
し
合
っ
て
ゆ
く
」

と
の
姿
勢
に
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
い
。

▼
人
事
課
回
答
②

そ
の
と
お
り
組
合
と
十

分
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

別
に
給
与
削
減
の
提
示
も

あ
る
が
、
精
力
的
に
話
し

合
っ
て
ゆ
く
姿
勢
に
変
わ

り
は
な
い
。
決
し
て
、
10

月
実
施
は
出
来
な
い
時
期

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

●
組
合
質
問
③

我
々
現
業
職
員
は
、
行

（
一
）
準
用
な
の
か
、
行

（
一
）
適
用
な
の
か
、
お

答
え
い
た
だ
き
た
い
。

▼
人
事
課
回
答
③

条
例
に
あ
る
給
料
表
を

そ
の
ま
ま
用
い
る
場
合
は
、

適
用
と
な
る
。
現
行
は
、

現
業
職
員
の
初
任
給
は
行

政
（
一
）
の
号
給
に
「
補
」

の
継
ぎ
足
し
を
行
っ
て
お

り
、
行
（
一
）
給
料
表
準

用
と
認
識
し
て
い
る
。

●
組
合
質
問
④

第
１
回
交
渉
に
お
い
て
、

現
業
職
員
の
給
料
の
見
直

し
に
あ
た
っ
て
は
、
条
例

改
正
事
項
で
は
な
い
の
で

議
会
に
提
案
す
る
事
項
は

な
い
、
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
再
度
、
議
会
に
掛
け

る
必
要
が
あ
る
の
か
な
い

の
か
確
認
し
た
い
。

▼
人
事
課
回
答
④

条
例
改
正
は
必
要
で
は

な
い
。
「
地
方
公
営
企
業

法
」
第
38

条
第
４
項
に

「
給
与
の
種
類
及
び
基
準

は
、
条
例
で
定
め
る
。
」

と
あ
る
が
、
「
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
の
附

則
第
７
項
に
お
い
て
、

「
こ
の
条
例
、
（
略
）
に

定
め
る
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
よ
る
。
」
と
規
定

し
て
お
り
、
給
料
表
の
金

額
等
は
、
「
現
業
職
員
の

給
与
に
関
す
る
規
程
」
で

定
め
て
い
る
。

●
組
合
質
問
⑤

給
料
の
調
整
額
も
現
給

保
障
の
対
象
と
な
る
の
か
？

▼
人
事
課
回
答
⑤

給
与
制
度
等
を
考
え
る

と
複
雑
な
制
度
調
整
が
必

要
と
な
り
、
調
整
額
の
現

給
保
障
は
む
ず
か
し
い
。

給
与
構
造
改
革
時
と
同

様
の
（
段
階
的
）
調
整
措

置
を
と
る
こ
と
を
基
本
に

考
え
た
い
。

●
組
合
質
問
⑥

再
任
用
で
雇
用
さ
れ
る

現
業
職
員
に
つ
い
て
も
、

給
料
見
直
し
対
象
と
な
る

の
か
。

▼
人
事
課
回
答
⑥

現
業
職
員
な
の
で
、
見

直
し
対
象
で
あ
る
。
現
給

保
障
に
つ
い
て
は
、
在
職

者
や
来
年
度
新
規
の
再
任

用
者
と
の
絡
み
も
あ
り
、

整
理
し
て
い
な
い
の
で
保

留
と
し
た
い
。

●
組
合
質
問
⑦

一
昨
年
の
「
業
務
の
あ

り
方
」
の
整
理
に
お
い
て
、

当
面
は
正
規
職
員
で
行
う

業
務
と
さ
れ

た
職
場
が

い
く
つ
か
あ
る
。

こ
れ
ら
の
職
場
に
お
け

る
現
業
職
員
の
退
職
者
補

充
や
定
数
管
理
は
他
の
一

般
職
員
と
同
様
で
あ
る
と

さ
れ
た
が
、
２
年
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
、
業
務
の
あ

り
方
に
つ
い
て
そ
の
後
変

更
は
な
い
か
？

▼
人
事
課
回
答
⑦

当
面
は
正
規
職
員
で
行

う
業
務
の
職
場
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
も
変
更
は
な
い
、

と
聞
い
て
い
る
。

先
回
の
交
渉
で
も
主
張

し
た
が
、
や
は
り
、
な
ぜ

行
（
二
）
適
用
に
戻
す
の

か
。
昭
和
52
年
に
労
使
で

話
し
合
っ
て
行
（
一
）
準

用
と
し
た
。
昭
和
40
年
代

の
後
半
頃
は
確
か
に
「
単

純
な
労
務
」
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
現
在
は
現
業

職
員
の
業
務
は
「
単
純
な

労
務
」
と
は
言
い
難
く
、

な
ぜ
「
単
純
な
労
務
」
の

給
料
表
で
あ
る
行
（
二
）

適
用
に
な
る
の
か
、
納
得

で
き
る
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

な
ぜ
行
（
二
）
に
す
る

の
か
に
つ
い
て
は
、
も
と

も
と
行
（
二
）
で
あ
る
か

ら
。
公
務
員
の
給
与
は
国
、

他
の
都
道
府
県
と
の
均
衡

を
み
て
決
め
て
い
く
。

平
成
19
年
度
に
「
業
務

の
見
直
し
」
の
話
し
合
い

の
中
で
も
給
与
の
話
し
を

し
て
い
く
こ
と
は
説
明
を

し
た
。

他
の
県
で
も
行
（
二
）

が
多
い
。
愛
知
県
だ
け
が

行
（
一
）
で
は
説
明
が
で

き
な
い
。



事
業
庁
の
説
明
で
は
、

現
業
職
員
が
行
（
一
）
準

用
か
ら
戻
る
給
料
表
は

｢

単
純
な
労
務｣
の
職
員
が

使
用
す
る
行
（
二
）
給
料

表
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
の

現
業
職
員
が
「
単
純
な
労

務
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
こ
と
で
は
な
い
か
。

「
見
習
職
員
」
も
適
用

す
る
行
（
二
）
を
現
業
職

員
が
使
う
こ
と
は
現
業
職

員
は
「
見
習
職
員
」
と
同

じ
レ
ベ
ル
と
考
え
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

看
護
補
助
員
は
研
修
等

を
行
っ
て
レ
ベ
ル
の
向
上

に
努
め
て
い
る
し
、
看
護

部
長
か
ら
は
「
チ
ー
ム
の

一
員
」
で
あ
る
と
の
言
葉

を
か
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

調
理
師
で
は
知
事
免
許

で
な
く
大
臣
の
免
許
ま
で

取
得
し
て
頑
張
っ
て
い
る

職
員
も
い
る
。

現
業
職
員
が
行
っ
て
い

る
業
務
は
「
単
純
な
業
務
」

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
先

に
も
述
べ
た
が
他
の
都
道

府
県
で
は
行
（
二
）
適
用

で
あ
り
、
静
岡
県
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
の
調
理
師
は
、

行
（
二
）
で
あ
る
。
愛
知

県
だ
け
が
行
（
一
）
で
は

説
明
が
で
き
な
い
。

今
、
説
明
を
求
め
て
い

る
の
は
、
事
業
庁
が
「
単

純
な
労
務
」
で
な
い
と
認

め
る
な
ら
ば
行
（
二
）
を

適
用
す
る
が
昇
任
・
昇
格

等
も
見
直
し
て
い
き
、
他

職
種
と
差
別
を
し
な
い
考

え
方
を
持
て
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。

細
か
い
と
こ
ろ
の
説
明

で
な
く
、
基
本
部
分
に
つ

い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て

共
通
の
認
識
が
で
き
な
い

よ
う
で
あ
れ
ば
そ
の
先
に

進
む
こ
と
は
難
し
い
。
次

回
の
交
渉
で
は
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

次
回
（
第
３
回
）
の
交

渉
は
、

○
人
事
課
交
渉

６
月
９
日
（
木
）

○
病
院
事
業
庁
交
渉

６
月
16
日
（
木
）

の
予
定
で
す
。

現
業
評
議
会
は
、
現
業

組
合
員
の
意
見
を
集
約
し

交
渉
に
臨
む
こ
と
と
し
ま
す
。

１ 職場討議の実施

①現評ニュースNo.1102 ②職場集会等の質問・意見一覧（職場に１部配布） ③現評（給料見直し提示）資料

（2011.04.25発行、組合員に配布済み）を基に職場討議を実施
２ 給料見直し提示、交渉に対する質問・意見の提出

職場討議を踏まえ、職場（組合員）の質問・意見を県職連合本部へ提出（６月１日（水）まで）
３ 支部等代表者会議(６月４日（土）13:30～アイリス愛知）の実施

職場から出された質問・意見を集約、次回交渉に向け組合主張点等を確認

（別表）
給与抑制について（提示）

（23.5.16 人事課）
（23.5.18 病院事業庁）

今年度の給与について、次のとおり抑
制措置を実施することとしたい。

１ 抑制内容

※手当の基礎となる給料は抑制しない。

2 実施期間
平成23年8月1日から同24年3月31日まで

項 目 内 容

1 給料※
（給料の調整額を含む）

△４．５％

2 期末勤勉手当 △５．５％

５
月
16
日
、
県
当
局
は
組
合
に
対
し
21
年

度
・
22
年
度
に
引
き
続
き
、
23
年
８
月
か
ら
、

給
料
４
・
５
％
、
期
末
勤
勉
手
当
５
・
５
％

の
給
与
削
減
を
実
施
す
る
と
提
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
年
度
途
中
の
８
月
１
日
か
ら
の
実
施

に
か
か
わ
ら
ず
、
22
年
度
と
同
規
模
の
削
減

と
な
る
も
の
で
す
。

組
合
は
、
大
村
知
事
就
任
時
の
春
闘
交
渉

で
「
私
た
ち
の
給
与
は
『
財
政
悪
化
』
『
政

策
の
一
環
』
で
決
ま
る
も
の
で
な
く
、
い
か

な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
給
与
削
減
は
行
わ

な
い
こ
と
」
を
追
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
知

事
は
「
給
与
・
勤
務
条
件
に
つ
い
て
、
財
政

状
況
等
十
分
見
極
め
、
し
っ
か
り
検
討
し
て

い
く
」
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
給
与
削
減
提
示
は
、
財
政
状
況
が

未
だ
骨
格
予
算
の
域
を
出
ず
不
明
確
な
も
の

で
、
削
減
根
拠
は
曖
昧
で
あ
り
、
な
ぜ
給
与

削
減
の
必
要
が
あ
る
の
か
、
全
く
説
明
責
任

を
果
た
し
て
お
ら
ず
、
削
減
を
受
け
て
き
た

私
た
ち
の
気
持
ち
を
顧
み
な
い
も
の
で
、
容

認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

組
合
は
、
厳
し
い
職
場
環
境
の
も
と
で
、

日
々
奮
闘
し
て
い
る
職
員
の
士
気
に
答
え
る

た
め
に
も
、
勧
告
制
度
、
労
使
交
渉
に
基
づ

く
賃
金
決
定
の
ル
ー
ル
を
破
る
給
与
削
減
の

提
示
に
つ
い
て
、
撤
回
を
強
く
求
め
て
い

き
ま
す
。（

県
職
ニ
ュ
ー
ス
５
月
18
日
号
よ
り
）

組合は、曖昧な削減根拠による給与削減の提示に対して撤回・見直しを求め、以下の緊急行動に取
り組んでいきます。
★緊急抗議署名 5月18日～5月25日 ※組合本部必着！
このニュースと併せ、各分会に署名用紙を配布しています。短期間ですが、「削減提示撤回」の思

いを込めた組合員全員の署名を！（署名は、5月26日に手交します。）
★県関係5組合総決起集会 5月25日(水)19時～ 名古屋市教育センター（名鉄神宮前駅近く）
分会組合員１割以上の参加を！（現業組合員も積極的な参加をお願いします。）


